
△ABC の辺 BC を 2 : 1 に内分する点を P とし，線分 AP を (1− t) : t (0 <

t < 1) に内分する点を Q とする．等式

4
−→
AQ+

−→
BQ+ 2

−→
CQ =

−→
0

が成り立つとき，t の値は 4⃝ である．
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4⃝
4
7

解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

与えられた条件を分点公式を用いて表してみましょう．使うベクトルの始点は A，B，Cの

どの点でも構わないのですが，線分 APが登場するので Aを始点にとることにしましょう．

【解答】

Pは辺 BCを 2 : 1 に内分する点より

A B

C

2⃝

1⃝

�� ��1− t

�� ��t P

Q

←− 分点公式
−→
AP =

−→
AB+ 2

−→
AC

3

であり，Qは線分 APを (1 − t) : t に

内分する点より

−→
AQ = (1− t)

−→
AP

= (1− t)

−→
AB+ 2

−→
AC

3
…… 1⃝

である．

一方，Qは等式

4
−→
AQ+

−→
BQ+ 2

−→
CQ =

−→
0

を満たすから

4
−→
AQ+ (

−→
AQ−

−→
AB) + 2(

−→
AQ−

−→
AC) =

−→
0 ←− 始点を A にそろえる．

7
−→
AQ−

−→
AB− 2

−→
AC =

−→
0

−→
AQ =

−→
AB+ 2

−→
AC

7
= 3

7

−→
AB+ 2

−→
AC

3
…… 2⃝

1⃝， 2⃝において，
−→
AB+ 2

−→
AC

3
\=
−→
0 より

1− t = 3
7

∴ t = 4
7
4⃝

……（答）


